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環境と経済活動に関する懇談会　発表資料

２００３年４月９日

株式会社　損害保険ジャパン

取締役社長　平野　浩志

「環境と金融の両立」をめざして
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商品・サービスの提供

環境負荷の低減

社会への貢献

取り組みの３つの視点
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商品・サービスの提供
ＩＳＯ１４００１取得コンサルティング、　エコファンド「ぶなの森」

環境負荷の低減
省資源・省エネルギー活動、　ＩＳＯ１４００１

社会への貢献
「市民のための環境公開講座」、「ＣＳＯラーニング奨学金制度」

取り組みの３つの視点
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＊1999年9月30日のTOPIXを10000として指数化
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ぶなの森

＜仮説＞　環境問題に積極的に取り組む企業は中長期的に
　　　　　　　成長力が高く、企業価値が向上する可能性が高い

「ぶなの森」基準価額の動き（対TOPIX）

過去１年間で２．８％
発売以来の３年半で９．９％
上回っている
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■投資家にとっての意義
　→環境問題に関心がある投資家
　　（グリーンインベスター）の顕在化
■企業にとっての意義
　→環境への取り組みが企業評価の基準の
　　  一つとなることを認識（ＩＲの一要素）
■金融機関にとっての意義
　→金融機関も本業を通じた環境への取組みが
　　　可能であることを実証
■社会的責任投資（ＳＲＩ）を日本に紹介

エコファンドの意義
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　Socially Responsible Investment

　投資を行う際、財務面だけでなく
「環境」や「社会への対応」等も考慮し
て投資先を決定する投資手法。

社会的責任投資（ＳＲＩ）
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財務諸表に基づく企業評価

新しい企業評価のものさし

 経済…コーポレートガバナンス、
             危機管理体制
 環境…環境方針、
 　　　　 環境マネジメントシステムの導入状況
 社会…労働安全衛生、人権配慮

多面的評価

ＳＡＭ社の評価基準より抜粋
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Corporate Social Responsibility

　責任ある行動がビジネスの持続的
な成功をもたらすとの観点から、企業
が事業活動やステイクホルダーとの
交流の中に、自主的に社会や環境へ
の配慮を組み込むこと。

企業の社会的責任（ＣＳＲ）
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（出典）Socially Responsible Investment-a Global Revolution

英国におけるＳＲＩの伸び

○ＳＲＩ資産の成長推移 年金と保険会社の
伸びが著しい
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＜海外のSRIインデックス＞

■Dow Jones Sustainability Group Index
　（DJSI）
　   

■FTSE４GOOD Index
  

■Domini 400 Social Index

＜日本のSRIインデックス＞

■インテグレックス　インデックス
　　

ＳＲＩインデックス
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■「環境」を評価基準に
　・日本経済新聞「環境経営度調査」
　・日本工業新聞「地球環境大賞」　　など

■「環境」以外（社会性、情報開示など）
　も評価基準に
　・朝日新聞文化財団「企業の社会貢献賞」
　・日本経済新聞「プリズム」　　　　　　など

日本における多面的評価
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社会・環境レポート

　２００２年９月発行

日本語版：１７，０００部

英  語  版：   ２，５００部

第６回　環境レポート大賞

　「優秀賞」

　「持続可能性奨励賞」

受賞

ＨＰでも開示：http://www.somp-japan.co.jp
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１．社会的責任投資（ＳＲＩ）を促す政策

　・郵便貯金などの運用基準への導入促進

ご提言

２．保険機能の活用

　・保険技術、防災、保証関連ノウハウの活用

３．金融業界の責任
　 ・環境大臣と金融業界トップとの懇談会設置


